
本号の編集にあたって
補強土工法は，紀元前より盛土中に葦や竹等の小枝を敷設することで活用されてきました。一方，現在の補強土工法

の使用材料は葦や竹から，鉄筋，アンカーや鋼材，織布，不織布等に変化しています。このように使用材料は変わりま

したが，補強土工法は土地の有効活用が可能で，耐震性が高い事が知られており，狭隘で地震リスクの高い事で知られ

る我が国の国土との高い親和性から広く適用されている現状にあります。

近年我が国では，頻発する地震や集中豪雨による斜面崩壊等により，既設土構造物の崩壊が報告されています。この

ようなリスクは気候変動の影響や，今後発生すると予想される首都直下地震や南海トラフ地震等により日増しに高まっ

ています。増加傾向にあるリスクへの備えは我が国の喫緊の課題となっており，その課題を解決する際に補強土工法が

担う役割は重要であると考えられます。

そこで本号では「補強土」と題して，補強土工法の最新の活用事例，研究事例，また補強効果の確認方法・評価方法

等について紹介する特集を企画致しました。

総説では，補強土壁の変状事例からの教訓や，設計・施工における技術指針の動向と今後の課題・展望について執筆

頂きました。全 7 編の報告では，様々な補強土工法の適用事例や変状対策事例，今後増加すると想定される維持管理や

適切な施工管理への取り組みの報告や，FEM による補強効果の評価例，モンテカルロシミュレーションによる確率論的

リスクの評価例と多岐にわたり紹介致しました。

本特集の情報が，会員の皆様が取り組んでおられる業務や研究の一助となり，延いては我が国における地盤工学の課

題の解決に繋がることを願っております。

「補強土」特集担当 井 口 雄 介（いぐち ゆうすけ)

本号は，7 月16日から18日にかけて大宮ソニックシティにおいて開催された第54回地盤工学研究発表会の特集号です。

関東支部では10年ぶりの開催となるとともに，地盤工学会創立70周年の記念大会ともなりました。今回は，2 043名の方

にご参加いただき，1 081件の発表がありました。

今年の発表会でも，研究発表セッション，展望，ディスカッションセッション，特別セッション，国際交流セッショ

ン，サロン・土・カフェ W，交流会，技術展示，見学会，特別講演会など，多くの行事が開催され，活発な意見交換が

行われました。また，特別セッション，特別講演会，技術展示や市民向け講演会など多くの催しが一般開放されました。

特に宅地に関する市民向け講演会や無料住宅地盤相談会では，一般市民の方に最も身近な「宅地」から地盤工学につい

ての知見を深めていただき，自然災害に対する備えの意識を持っていただく良い機会になったと感じております。

本号は，11月号との合併号となっており，毎年12月号は研究発表会に関する特集号となっていますが，記事の多くを

地盤工学会ホームページ（https://www.jiban.or.jp/）に掲載しました。ホームページでは，発表された各セッション等

の内容が簡潔にまとめられており，会員の皆様に有益な情報を提供できることを期待しています。

最後に，研究発表会の運営にご尽力されました実行委員会をはじめ，研究発表会関係者の皆様に深く感謝申し上げま

すとともに，次回京都市で開催される研究発表会がさらに実り多いものになることを祈念いたします。

「第54回地盤工学研究発表会」特集担当 高 橋 寛 行（たかはし ともゆき)

地盤工学会のホームページ URL https://www.jiban.or.jp/
国際地盤工学会ホームページ http://www.issmge.org/
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